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総 数 500万円 500～ ユ，000～ 3，O00～5，O00万円 1～10 10億門資産項目 未 満 1，OOO万円3，000万円 5，OOO万円～1億円 億 円 以  上
推計法人数 357，272340，1547，178 6，521 1，205 948 1，073 193
賛 産 総 額 6，153，141，561，509184，307356，887 149，88722 ，4141，114，6172，557，519
A有形固定資産 4，132，230828，63896，629190，831 88，351153，467 760，9502，013，360
1建    物 1，513，307542，38940，89976，O04 37，17671，733 300，784444，319
2構 築 物 669，15工 6，234 8，5776，214 2，212 8，085 93，599 544，227
3機械及び装置 1，246，534147，96330，O0462，79332，11447，758 227，756698，142
4船    舶 202，562 2，！69 4，357 14，226 5，430 8，661 75，74191，976
5車靹及び運搬具 190，699 68，236 7，889 21，826 6，932 u，494 35，894 38，425
6器具及び備品 138，275 59，967 4，864 9，335 3，978 5，11421，594 33，420
7建設仮勘定 171，599 1，609 34 415 503 615 5，575 162，845
8家畜家禽 101 67 3 14 3 5 3 2B棚卸資産 2，020，911732，87087，677166，0566エ，535 74，946 353，666544，158
表2．資産額階級別法人企業資産額 （単位 百万円）
資    産    額
資産額階級 推計法人数 総    額 有形固定資産 棚卸資 産
法人数 構成比 資産額 構成比 資産額 構成比 資産額 構成比
％ ％ ％ ％
総       数 357，272100，0 6，153，141 100．04，132，230100．02，020，91100．0
○    円 19，105 5．3 一 一 一 ’ 止 一
500 万 円 未 満 254，06771．2 400，5696，5 2工2，984 5．2 187，584 9，3
500 ～ 1，000万円35，802 10．O 254，7844．1 ！14，960 2．8 139，824 6．9
1，000 ～ 3，000万門35，880 10．0 622，11610，1 340，7758．2 28！，341 13．9
3，000 ～ 5，000万円3，138 O．9 116，745 1．9 69，881 1．7 46，863 2．3
5，000万円 ～ ！億円 5，389 1．6 418，1146，8 169，5304，1 248，58312．3
1 ～  10億円 3，359 0．9 893，739ユ4．5 618，49015．0 275，24913．6
10 ～  50億円 379 O．1 829，64013．5 556，3401315 273，30013．5
50 ～  100億円 81 O．O 579，7589．4 395，2969．5 184，461 9．2


























































    ある分類標識に?ﾌの   よる階級区分計量属性標識
対象の分類（規模によるカテゴリー一） 全 体
λ1 λ2 ん λm λ．
対  象  数 μ1 μ2 μ5 μm μ．
ム D1。 D12 D1j D、㎜ 刀1．
調
査 ∫2 D2。 D22 D．5 D2腕 D2、
項
目
の ム D｛。 D｛1 D｛5 D棚 Df．
標
識
ム D月1 D．2 D。ゴ D蜆腕 Dη．









































































                 ム              Gκ＝                2E（κ） （2．3）





である．この分布に対して（2．3）式のジー二係数G、  γ            （川
及び平均差ムはそれぞれ
         1        2助 （25） G＝κ＝    ム＝        2力一1’   （力一1）（2力一！）
とたる．又定義3で与えられる完全集中曲線は（2．2）
式のκを消去し，F（κ），M1（κ）をそれぞれ記号σ，γ
で表わすと次のようだ二つの曲線の結合として与えら                                         1〕／Pれる．すなわち
 （2．6） 1一γ＝（1一σ）（力…w，γ＝ぴク’舳．   （o，o）       σ
                           図1、パレート分布（（2．2）式）の完全









         σ（κ，y）＝P（X≦κ，γ≦y）
（・1） γ（／，・）一E（X■協γ≦y）・（・・1，γ・・）
         肌，・）一E（γI毛詩γ≦y）・（・・／，γ・ツ）
によって表現されるものである．定義2～3で示される完全集中曲面は，（3．1）式のより一般的
な形式であり，その最も単純た場合，つまり調査標識と分類標識が一致した場合，その一部分
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                      3                ×κ1κ・κ・兀！（ル，ツ1）伽小
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               3              1 （3．6）     G〃＝一GκGツ；   Gκ＝               4           2力一1’
であるが，（3．4），（3．5）形式の分布に対しては，それぞれ
（…）・一一（狩幕／岩舳一1，1，1，・力，・力，1）
              一（力去1）2・肋，1，・，・力，・力，・）／
    1Gツ＝   2α一1
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図4．法人企業有形固定資産額の資産項目別構成
   経済企画庁r昭和45年国富調査法人資産調査報告」
1OO％
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図5．法人企業の産業別，資本金階級別所有粗資産総額構成比
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                 ∠m              んω＝  ，                  4
 （4．1）
                  1 尾 尾       仇 o3              ∠m＝ア羽…（H）。、。、
となる．一般にλ”。はカテゴリーの累積順位に依存するもので，もし辺の小なるものから遂





（、2）   ト抽訓㍑1・
                ∠砂ω＝一∠舳
集団構造の統計一領域と方法との関連一 101
とたる．更に一般に















（。、。）      M、ツー1」2〃一
                        D〃
の形で指標化すれば
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